
身心一体科学で12〇まで元気で生き生きサイエンス:  
「身心一体科学とは？！」 

　今日の実習

①「細胞」の観察
と生存のルールの
理解 
②シャーレ上の細
胞と「体の中の細
胞」の比較 
③「身」との関係、
「心」との関係 

細胞の自律性、他
動性（受動性）を
理解するために、
心拍数の測定とス
トレッチをする 

身心一体科学 

「身」＝自然がうみだした「いのち」：
単位は「細胞」→「細胞」を観察する 

  ＊但し、ヒトは多細胞動物 
「心」＝「わたし=自分」：脳に創って
きた好き嫌いの情動系・思索・行動の仕
方等 

○今日は、「身」と「心」の関係を感じ、考え、一体にする
ための考え方、努力、方法を学ぶ。 
○放っておくと「身」と「心」は、ばらばらになり、へたを
すると“けんか”をはじめる（→自殺、うつ病、生活習慣病
等） 
○一体にするためには、科学と実践から「自分を知る」「身
につける」、「ことば（論理）」にして理解することが必須。 18
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